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10. 乾季における乳牛用飼料としてのさとうきびの飼料価値

〔要約〕タイ国東北部の過酷な環境下で，他の作物・飼料作物と比較しても抜群のバイオマス生産量を

誇るさとうきびの乾季における牛用飼料，特に乳牛用飼料としての利用法を，家畜栄養学の見地から示

した。
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〔背景・ねらい〕

タイ国東北部において，さとうきびの生産がこの数 年間で 3倍程増加している。一方，乳牛の数も急増

しているが，乾季の粗飼料不足が大きな問題となっている。同地域の過酷な自然環境下でも大量のバイオ

マスを生産しうるさとうきびは，飼料作物としても利用できる可能性が ある。牛におけるさとうきび茎部

の消化特性，エネルギ ー代謝特性なら びに実際に泌乳牛にさとうきび茎部を給与した飼養試験の結果等を

もとに，問題点を明らかにするとともに，その利用法を示す。

［成果の内容• 特徴〕

1. ブラ ーマン種牛を用 い，市販の TMR (混合飼料） と細断したさとうきび 茎部の割合を 0から100%

まで段階的に変えて給与し，それぞれ代謝試験を実施し，さとう きびの茎部の牛における代謝エネルギー

を求めた結果，9.05MJ/KgDMであるこ とが分かった。この数値とこれまでに報告されている他の作

物中代謝エネルギ ー 含量と収穫量につ いての統計から，タイ東北部で生産される主な作物の単位面積当

たりの牛における代謝エネルギ ー生産量を算出した。さとう き びは栽培期間が1 年を若干越えるこ とが

あるため多少過大評価している可能性も あるが，その生産量は極めて高いこ とが示された（固1)。

2. 酪農家が所有するホルスタイン種の泌乳牛を用いて，粗飼料として稲漿のみ， あるいはさとうきびの

茎部と稲薬を，それぞれ飽食給与する場合の比較試験をした。さとうきび給与時，配合飼料なら びに合

計の乾物摂取量が稲薬給与時より少なかったが，乳量，体重の増加量ともに高い傾向を示した。また，

乳質についてはさとうきびを給与した乳牛の乳は蛋白質含量が有意に高く（表1)'稲漿給与だけでは

エネルギ ーの要求量が満たされなかったが，稲薬より代謝エネルギ ー含量が高いさとうきびを給与され

ることによりエネルギ ーの要求量が満たされたためと推察された。

3. ナイロンバック法を用いて，ルジ ー グラスとさとうきび茎部の水洗だけによる消失率と ）レ ー メン内で

の消失率それぞれを比較した。ルジ ー グラスが時間に伴って除々に分解されるのと異なり，さとうきび

は容易に可溶する分画となかなか分解されない分画により構成されていることが示さ れた（図2)。後

者の分画がル ー メン内に長時間留まるため，エネルギ ー要求量を満たすだけのさとうきびを牛は十分量

摂取することができない。そのため，さとうきびを給与時にも濃厚飼料からのエネルギ ーの補給が不可

欠で ある。

〔成果の活用面 ・ 留意点〕

タイ国東北部の過酷な自然環境の下でも，多くのバイオマスを生産しうるさとうきびが牛用粗飼料とし

て利用できることが示された。

〔具体的デ ー タ〕
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図1 タイ東北部における作物の代謝エネルギー 生産量
（ギガジュ ール／ヘクタ ール／年）

表1 さとうきび茎部の給与が乳牛の体重，乳量，乳質に及ぼす影響

処 理
さとうきび茎部の採食量(KgDM/day)
稲藁の採食量(KgDM/day)
配合飼料の採食量(KgDM/day)
体重の変化(Kg/3weeks)
乳量(Kg/day)
乳質（％） 脂肪

蛋白質
乳糖
全固形分
無脂固形分

稲藁のみ給与 さとうきび茎部給与
5.33 

6.69 1.00 
6.50 5.88 
7 ， 

8.49 ヽ 8.90 
4.57 4.79• 
3.45 3.73* 
4.14 4.15 

12.9 13.4 
8.29 8.58 

* : p<0.05
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図2 水洗とル ー メン内培養(72時間）による乾物消失率
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